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情
勢
で
あ
り
ま
し
た
。 

国
政
に
お
い
て
は
、
史
上
初
の
女
性
総
理
と
し
て
高

市
総
理
が
誕
生
し
、
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
を
は
じ
め
、

各
国
首
脳
と
の
会
談
を
精
力
的
に
行
い
、
首
脳
間
の
信

頼
醸
成
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。
経
済
界
と
し
て
は
「政
治

の
安
定
性
」と
「政
策
の
継
続
性
」が
一
番
求
め
ら
れ
て

お
り
、
今
後
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。 

ま
た
、
日
本
経
済
は
賃
金
と
物
価
の
好
循
環
に
向
け

た
兆
し
が
明
確
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
依
然
と
し
て

物
価
上
昇
に
賃
金
が
追
い
つ
か
ず
、
実
質
賃
金
の
着
実

な
回
復
が
最
大
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。 

 

日
本
商
工
会
議
所
小
林
会
頭
は
、
今
期
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
「変
革
と
価
値
共
創
に
よ
る
日
本
経
済
の
再
出
発
」を

掲
げ
、
「成
長
型
経
済
の
実
現
に
向
け
た
環
境
整
備
」・

「
変
革
と
価
値
共
創
に
よ
る
、
中
小
企
業
・小
規
模
事

業
者
の
“稼
ぐ
力
”の
強
化
」・「地
域
の
稼
ぐ
力
の
向
上

に
よ
る
地
域
経
済
循
環
の
推
進
」を
重
点
課
題
と
し
て

取
り
組
む
と
表
明
さ
れ
ま
し
た
。 

12
月
、
参
院
本
会
議
に
お
い
て
、
２
０
２
５
年
度
18

兆
３
０
０
０
億
円
の
補
正
予
算
が
成
立
。 

物
価
高
対
策

を
盛
り
込
ん
だ
総
合
経
済
対
策
で
あ
り
、
電
気
・ガ
ス
料

金
の
補
助
、
食
料
品
価
格
の
高
騰
対
策
と
し
て
、
自
治 

 

新
年
明
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

森
商
工
会
議
所
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

穏
や
か
に
、
令
和
８
年
の
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
役

職
員
を
代
表
し
て
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
10
月
31
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
当
商
工
会
議

所
臨
時
議
員
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
第
７
代
会
頭
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
。
会
頭
の
職
は
た
い
へ
ん
な
重
責
で
あ
り

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
が
、
私
は
「
和
を
以

て
貴
し
と
な
す
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
単
に
仲
良
く
す
る
だ

け
で
な
く
互
い
の
意
見
を
尊
重
し
、
議
論
を
通
じ
て
よ
り

良
い
結
論
を
導
き
出
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

さ
て
、
２
０
２
５
年
を
顧
み
ま
す
と
、
世
界
情
勢
は
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
長
期
化
や
中
東
情
勢

の
緊
迫
化
、
ま
た
中
国
政
府
の
台
湾
問
題
に
よ
る
関
係

悪
化
と
そ
れ
に
伴
う
経
済
の
停
滞
な
ど
目
ま
ぐ
る
し
い 

 

新
春 
の 
ご 

挨 

拶 

会
頭  
佐 

藤 

重 

人 

 

森
商
工
会
議
所 

 

体
向
け
の
支
援
金
も
拡
充
し
た
内
容
と
な
り
ま
し
た
。 

自
然
災
害
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
昨
年
12
月
８
日
に

青
森
県
東
方
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7.5
の

地
震
が
発
生
し
、
北
海
道
・三
陸
沖
後
発
地
震
注
意
情

報
が
初
め
て
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
科
学
者
の
寺
田
寅
彦

博
士
の
「天
災
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
」と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
が
、
「災
害
は
忘
れ
る
前
に
や
っ
て
く

る
」で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
博
士
は
言
い
ま
し
た
。
「災

害
を
防
ぐ
に
は
、
人
間
が
過
去
の
記
録
を
忘
れ
な
い
よ

う
に
努
力
す
る
よ
り
外
は
な
い
」と
。
私
た
ち
は
こ
の
言

葉
を
深
く
心
に
刻
み
、
防
災
・減
災
に
取
り
組
ま
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。 

一
年
の
世
相
を
表
す
「
今
年
の
漢
字
」
が
、
12
月
12

日
に
京
都
の
清
水
寺
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
２
０
２
５

年
は
「
熊
」
で
し
た
。
日
本
全
国
で
「
熊
」
が
こ
れ
ほ
ど
話

題
に
な
っ
た
年
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
近
年
、
ク
マ
の
生

息
域
拡
大
や
餌
不
足
、
人
里
の
荒
廃
に
よ
り
、
人
と
の

接
触
機
会
が
増
加
し
た
こ
と
に
起
因
し
ま
す
が
、
ク
マ

と
の
遭
遇
を
避
け
る
た
め
の
予
防
策
と
遭
遇
時
の
適
切

な
対
処
法
を
組
み
合
わ
せ
、
対
策
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。 

 

さ
て
、
北
海
道
経
済
を
俯
瞰
す
る
と
、
ラ
ピ
ダ
ス
へ
の

大
型
投
資
、
大
型
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
誘
致
、
デ
ジ
タ
ル

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
へ
の
投
資
等
、
道
央
圏
に
集
中
し
て

い
る
現
状
に
お
い
て
、
道
南
地
域
へ
の
波
及
効
果
は
極
め

て
限
定
的
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
12
月
鈴
木

な
り
全
体
的
に
穏
や
か
な
持
ち
直
し
基
調
が
続
く
こ
と

を
期
待
す
る
も
の
で
す
。 
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165
％
と
な
り
ま
し
た
。
本
事
業
の
実
施
に
至
り
ま
し
た
こ
と

を
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

我
が
森
町
も
、
人
口
減
少
、
人
財
不
足
、
人
手
不
足
と
依

然
と
し
て
問
題
が
山
積
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
基
幹
産

業
で
あ
る
水
産
業
の
主
力
で
あ
り
ま
す
帆
立
貝
、
秋
鮭
、
助

宗
鱈
等
、
水
揚
げ
の
激
滅
、
農
業
事
業
者
の
減
少
、
商
店
街

の
空
洞
化
等
々
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
様
な
中
、
マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ

北
日
本
森
工
場
が
令
和
８
年
２
月
末
で
閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。 

１
９
５
２
年
よ
り
操
業
を
開
始
さ
れ
、
70

年
余
り
の
歴
史
が
あ
る
工
場
が
閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
は
、
残
念

で
な
り
ま
せ
ん
。 

 

一
方
町
施
設
関
連
に
お
い
て
は
、
昨
年
12
月
に
新
し
い
森

保
育
所
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
森
中
学
校
の
耐
震
化

や
、
森
町
公
民
館
の
閉
鎖
に
伴
う
砂
原
公
民
館
耐
震
診
断

等
、
こ
れ
か
ら
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
多
々
あ

り
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
微
力
な
が
ら
森
商
工

会
議
所
も
森
町
役
場
と
協
力
し
て
進
め
て
参
り
た
い
と
存
じ

ま
す
の
で
、
森
町
活
性
化
の
た
め
、
年
３
回
程
度
の
定
期
的

な
協
議
会
の
開
催
を
御
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

令
和
８
年
は
十
干
十
二
支
で
は
、
「丙
午
」
ひ
の
え
う
ま

で
、
60
年
に
一
度
き
り
で
す
。
「丙
」
は
「火
」
・「陽
」に
当
た

り
、
「午
」は
馬
を
表
し
活
動
的
で
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
象
徴
で

す
。
良
い
意
味
で
は
太
陽
の
よ
う
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
満
ち
溢

れ
る
年
と
な
り
、
悪
い
意
味
で
は
災
害
が
多
く
な
る
年
と
な

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
、
大
き
な 

 

直
道
知
事
が
泊
発
電
所
３
号
機
の
再
稼
働
に
同
意
す

る
考
え
を
表
明
し
ま
し
た
。 

再
稼
働
に
よ
り
電
気
料

金
の
引
き
下
げ
に
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
ガ
ソ

リ
ン
・
軽
油
の
旧
暫
定
税
率
の
廃
止
な
ど
を
受
け
て
物

価
の
伸
び
が
鈍
化
し
、
家
計
の
消
費
マ
イ
ン
ド
も
上
向

き
に
な
り
全
体
的
に
穏
や
か
な
持
ち
直
し
基
調
が
続

く
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。 

昨
年
12
月
、
北
海
道
商
工
会
議
所
連
合
会
新
会
頭

に
就
任
さ
れ
た
安
田
会
頭
は
、
「Lea

d
in

g
 th

e 

C
h
a
llen

g
e

～
地
域
と
共
に
未
来
を
創
る
～
」
を
テ
ー
マ

に
掲
げ
ま
し
た
。
「先
頭
に
立
ち
課
題
解
決
に
導
く
」
、

「
困
難
に
立
ち
向
か
う
」
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
お

り
、
「
持
続
可
能
性
向
上
に
よ
る
地
域
課
題
の
克
服
」・

「
成
長
戦
略
実
現
に
よ
る
稼
ぐ
力
の
向
上
」
・「商
工
会

議
所
の
連
携
推
進
と
経
営
支
援
体
制
の
強
化
」の
３
本

の
柱
を
掲
げ
ら
れ
、
北
海
道
経
済
の
発
展
と
地
域
の
未

来
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
と
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。
我
々
、
森
商
工
会
議
所
も
連
携
し
、
協
力
し

て
地
域
を
守
り
、
企
業
を
育
て
、
雇
用
を
支
え
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

さ
て
、
我
が
森
町
は
、
町
財
政
が
厳
し
い
中
、
岡
嶋
町

長
様
の
英
断
と
議
会
の
承
認
の
下
、
プ
レ
ミ
ア
ム
率

50
％
の
商
品
券
を
販
売
い
た
し
ま
し
た
。
“
さ
く
ら
商

品
券
Ａ
”
は
１
３
，
０
０
０
万
円
、
ま
た
、
エ
ア
コ
ン
設
置

や
住
宅
の
改
修
な
ど
を
対
象
と
し
た
“
建
設
商
品
券
Ａ
”

は
６
，
０
０
０
万
円
の
販
売
額
と
な
り
、
達
成
率
は
実
に 

 
飛
躍
の
チ
ャ
ン
ス
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。 

 

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
が
会
員
皆
様
に
と
り
ま

し
て
実
り
の
多
い
輝
か
し
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
商
工
会
議
所
活
動
に
対

し
、
更
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

以
上 

さくら商品券 A 取扱事業者さまへ 

最終の換金受付は、 

令和８年１月２８日（水）１８時まで 

となっておりますので、換金受付期限内にご持参

いただきますよう、お願い申し上げます。 

なお、ご不明な点等がございましたら下記まで

お問い合わせ願います。 

 
【お問い合わせ先】 
森商工会議所 TEL 2-2432 
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 「変
革
と
価
値
共
創
に
よ
る
日
本
経
済
の
再
出
発
」 

年

頭

所

感 
 

日
本
商
工
会
議
所 

会 

頭 
 

小 

林 
 

 
 

健 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

２
０
２
６
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。 

【成
長
の
果
実
を
賃
金
や
投
資
へ
】 

 

さ
て
、
昨
年
の
世
界
情
勢
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
の
長
期
化
や
中
東
情
勢
の
緊
迫
化
と
い
っ
た
地
政
学

リ
ス
ク
に
加
え
、
関
税
・輸
出
管
理
・
産
業
補
助
・投
資
審

査
な
ど
が
複
合
的
に
作
用
し
、
通
商
環
境
の
再
編
が
進
行

す
る
な
ど
、
不
確
実
性
が
一
段
と
高
ま
っ
た
一
年
で
あ
り

ま
し
た
。 

 

国
内
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
日
本
経
済
は
賃
金
と
物
価

の
好
循
環
に
向
け
た
兆
し
が
明
確
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
依
然
と
し
て
物
価
上
昇
に
賃
金
が
追
い
つ
か
ず
、
実
質

賃
金
の
着
実
な
回
復
が
最
大
の
課
題
で
す
。
長
年
に
わ
た

り
染
み
つ
い
た
デ
フ
レ
マ
イ
ン
ド
を
払
拭
し
、
成
長
の
果
実

を
賃
金
や
投
資
へ
確
実
に
循
環
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
、
日
本

経
済
の
「再
出
発
」
に
向
け
た
最
大
の
鍵
で
あ
り
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
中
、
国
政
に
お
い
て
は
、
憲
政
史
上
初
の
女
性

総
理
と
し
て
高
市
総
理
が
誕
生
し
、
就
任
直
後
か
ら
ト
ラ

ン
プ
米
大
統
領
を
は
じ
め
各
国
首
脳
と
の
会
談
を
精
力
的

に
行
い
、
首
脳
間
の
信
頼
醸
成
に
努
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
高
市
総
理
が
議
長
を
務
め
る
「日
本
成
長
戦
略
会

議
」
に
お
き
ま
し
て
も
、
ＡＩ
・半
導
体
、
造
船
、
量
子
な
ど

17
の
戦
略
分
野
へ
の
投
資
に
加
え
、
人
的
資
本
の
強
化
、
労

働
市
場
改
革
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
、
賃
上
げ
環
境
整

備
な
ど
、
将
来
の
成
長
力
を
高
め
る
政
策
課
題
が
明
確
に

示
さ
れ
ま
し
た
。
国
の
成
長
戦
略
と
歩
調
を
合
わ
せ
つ
つ
、

民
間
の
現
場
か
ら
具
体
的
な
提
言
と
実
行
を
積
み
重
ね
て

い
く
こ
と
が
、
私
ど
も
の
責
務
で
あ
り
ま
す
。 

【
成
長
型
経
済
へ
の
転
換
を
確
固
た
る
も
の
に
～
「変
革
」と

「
価
値
共
創
」】 

 
わ
が
国
の
経
済
は
、
成
長
型
経
済
へ
の
移
行
に
向
け
た
正

念
場
を
迎
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
企
業
数
の
99.7
％
、
雇
用

の
約
７
割
（３
大
都
市
圏
を
除
く
と
約
９
割
）を
占
め
る
中

小
企
業
は
、
円
安
・原
油
高
に
伴
う
原
材
料
・エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
な
ど
の
高
騰
、
人
手
不
足
や
労
務
費
の
増
加
、
さ
ら

に
は
消
費
低
迷
な
ど
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。 

 

成
長
型
経
済
へ
の
転
換
を
確
固
た
る
も
の
と
す
る
た
め
に

は
、
個
々
の
企
業
が
自
己
変
革
を
果
た
し
、
変
化
す
る
外

部
環
境
に
適
応
し
て
い
く
な
ど
、
絶
え
ず
「変
革
」に
挑
み

続
け
る
姿
勢
が
重
要
で
す
。
同
時
に
、
不
確
実 

 

性
の
時
代
に
お
い
て
は
、
多
様
な
主
体
が
互
い
の
強
み
を
持

ち
寄
り
、
新
た
な
価
値
を
共
に
創
り
、
共
に
分
か
ち
合
う

「価
値
共
創
」の
発
想
こ
そ
が
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
経
済
を

支
え
る
基
盤
に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。 

【「変
革
と
価
値
共
創
に
よ
る
日
本
経
済
の
再
出
発
」に
向

け
た
三
つ
の
重
点
課
題
】 

 

こ
う
し
た
考
え
か
ら
、
私
は
今
期
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て

「変
革
と
価
値
共
創
に
よ
る
日
本
経
済
の
再
出
発
」を
掲

げ
ま
し
た
。
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
以
下
の
３
点
を
重
点
課

題
と
し
て
当
所
の
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

 

１
点
目
は
「成
長
型
経
済
の
実
現
に
向
け
た
環
境
整
備
」

で
す
。
成
長
型
経
済
を
実
現
す
る
に
は
、
コ
ス
ト
プ
ッ
シ
ュ
型

イ
ン
フ
レ
か
ら
、
需
要
拡
大
に
よ
る
デ
マ
ン
ド
プ
ル
型
イ
ン

フ
レ
へ
と
転
換
し
、
賃
金
と
投
資
の
好
循
環
を
持
続
さ
せ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
適
切
な
価
格
転
嫁

と
取
引
適
正
化
の
推
進
は
、
賃
上
げ
原
資
を
確
保
す
る
観

点
か
ら
官
民
を
挙
げ
て
一
層
強
化
す
べ
き
課
題
で
す
。
加

え
て
、
経
済
安
全
保
障
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
両
立
、

過
度
な
円
安
の
是
正
に
向
け
た
金
融
政
策
、
人
手
不
足
へ

の
対
応
、
持
続
可
能
な
全
世
代
型
社
会
保
障
制
度
の
構
築

に
つ
き
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

２
点
目
は
「変
革
と
価
値
共
創
に
よ
る
中
小
企
業
・小

規
模
事
業
者
の
『稼
ぐ
力
』の
強
化
」で
す
。
成
長
型
経
済
の

実
現
に
は
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
付
加 

- ３ - 



 

 

年

頭

所

感 
 

 

北
海
道
商
工
会
議
所
連
合
会 

会 

頭 

安 

田 

光 

春 

 価
値
と
生
産
性
の
向
上
が
不
可
欠
で
あ
り
、
新
分
野
進

出
、
ＤＸ
・
ＧＸ
の
推
進
、
知
的
財
産
の
創
造
・
保
護
・活
用
、

海
外
展
開
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
の
連
携
な
ど
へ
の
挑
戦
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
事
業
承
継
を
契
機
と
し
て
、
よ
り

強
く
魅
力
あ
る
企
業
へ
と
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
が
重
要
で

す
。 

 

３
点
目
は
「
地
域
の
稼
ぐ
力
の
向
上
に
よ
る
地
域
経
済
循

環
の
推
進
」で
す
。
持
続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く
り
、
地
域

に
新
た
な
投
資
を
呼
び
込
む
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
税

財
政
支
援
、
地
域
の
産
業
を
担
う
人
材
の
確
保
・育
成
支

援
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
い
ず
れ
も
商
工
会
議
所
の
主
要
な

活
動
テ
ー
マ
で
あ
り
、
当
所
は
も
と
よ
り
、
各
地
商
工
会

議
所
が
中
核
と
な
っ
て
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
期

待
い
た
し
ま
す
。 

【
「現
場
主
義
・
双
方
向
主
義
」の
発
展
】 

 

私
は
「
原
点
は
対
話
で
あ
る
」と
い
う
信
念
の
下
、
会
頭

就
任
以
来
、
全
国
各
地
を
訪
問
し
、
地
域
や
事
業
者
の
生

の
声
を
伺
い
、
各
地
域
が
抱
え
る
課
題
の
把
握
に
努
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。
今
後
は
「現
場
主
義
・双
方
向
主
義
」を
さ

ら
に
発
展
さ
せ
、
現
場
の
声
に
真
摯
に
向
き
合
い
な
が
ら
、

中
小
企
業
と
地
域
の
活
性
化
、
日
本
経
済
の
さ
ら
な
る
成

長
に
向
け
て
、
皆
さ
ま
と
共
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り

ま
す
。
皆
さ
ま
の
多
大
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 以 

上 
 

 

 

「Lead
in

g
 th

e C
h
allen

g
e

」に
は
、
「先
頭
に
立
ち
課

題
解
決
に
導
く
」「困
難
に
立
ち
向
か
う
」と
い
う
意 

味
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
言
葉
通
り
、
北
海
道
経

済
の
発
展
と
地
域
の
未
来
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
て

参
り
ま
す
。 

第
34
期
で
は
、
次
の
３
本
の
柱
を
掲
げ
、
全
道
42
商

工
会
議
所
の
皆
様
と
共
に
、
事
業
を
展
開
し
て
参
り
ま

す
。 １

「持
続
可
能
性
向
上
に
よ
る
地
域
課
題
の
克
服
」 

全
国
よ
り
も
10
年
早
く
人
口
減
少
が
進
み
加
速
し

て
い
く
中
、
地
域
の
経
済
活
動
・
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
持
続

可
能
性
を
高
め
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。 

ＩＴ
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
、
ＡＩ
活
用
等
に
よ
る
省
力
化
・

生
産
性
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
移
住
促
進
や
交
流
人

口
の
拡
大
、
移
出
・
輸
出
の
強
化
な
ど
、
地
域
事
業
者
が

事
業
を
継
続
で
き
る
環
境
整
備
に
取
り
組
み
、
人
口
減

少
・
人
手
不
足
の
両
面
か
ら
対
策
を
進
め
て
参
り
ま

す
。 さ

ら
に
、
広
大
な
北
海
道
の
地
域
特
性
を
踏
ま
え
、

道
路
・鉄
道
・新
幹
線
・地
域
航
空
・港
湾
な
ど
の
交
通

体
制
に
加
え
、
物
流
、
防
災
・減
災
を
含
め
た
広
域
的
な

イ
ン
フ
ラ
を
ハ
ー
ド
・ソ
フ
ト
両
面
で
総
合
的
に
再
構
築

し
、
広
域
分
散
構
造
を
生
か
し
、
魅
力
に
変
え
て
い
く 

 

令
和
８
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。 

昨
年
12
月
、
北
海
道
商
工
会
議
所
連
合
会
第
11
代
会

頭
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。 

地
域
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
期
待
の
大
き
さ
も
改
め

て
感
じ
、
一
層
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。
併
せ

て
、
商
工
会
議
所
が
地
域
に
果
た
す
べ
き
役
割
の
大
き
さ

を
認
識
し
、
そ
の
使
命
で
あ
る
「地
域
経
済
の
活
性
化
」と

「
中
小
企
業
の
活
力
強
化
」に
、
全
力
で
取
り
組
む
決
意
を

新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

さ
て
、
北
海
道
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
人
口
減
少
、
人

手
不
足
、
産
業
構
造
の
変
化
に
加
え
、
脱
炭
素
化
・デ
ジ
タ

ル
化
の
進
展
な
ど
、
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。 

私
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
変
化
を
「地
域
の
未
来
を
創
る
チ
ャ

ン
ス
」と
捉
え
、
本
連
合
会
第
34
期
の
活
動
方
針
と
し

て
、
「Lead

in
g
 th

e C
h
allen

g
e 

～
地
域
と
共
に
未
来

を
創
る
～
」を
テ
ー
マ
に
掲
げ
ま
し
た
。 

- ４ - 



 

 

 よ
う
注
力
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
地
域

の
暮
ら
し
と
産
業
を
守
り
、
未
来
へ
と
つ
な
ぐ
基
盤
づ
く

り
に
、
商
工
会
議
所
と
し
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。 

２
「成
長
戦
略
実
現
に
よ
る
稼
ぐ
力
の
向
上
」 

北
海
道
経
済
を
力
強
く
支
え
る
た
め
に
は
、
「
稼
ぐ

力
」
の
強
化
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。 

第
１
に
、
脱
炭
素
化
の
流
れ
を
追
い
風
と
す
る
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
次
世
代
半
導
体
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ

ー
、
航
空
宇
宙
な
ど
、
成
長
産
業
の
育
成
・
地
元
企
業
の

参
画
を
促
進
し
て
参
り
ま
す
。 

第
２
に
、
北
海
道
の
強
み
で
あ
る
「
食
」
と
「
観
光
」
を

軸
と
し
た
競
争
力
の
強
化
で
あ
り
ま
す
。
食
の
高
付
加

価
値
化
、
海
外
需
要
の
開
拓
、
観
光
の
通
年
化
・
広
域
化

な
ど
を
通
じ
、
地
域
産
業
の
更
な
る
成
長
を
力
強
く
後

押
し
し
て
参
り
ま
す
。 

今
年
６
月
に
は
「
全
国
商
工
会
議
所 

観
光
振
興
大

会
」
を
北
海
道
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
全
国
か
ら
約
２
，

０
０
０
名
の
商
工
会
議
所
関
係
者
を
お
迎
え
し
、
こ
の
広

い
北
海
道
を
思
い
思
い
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

過
去
20
回
の
大
会
で
も
初
と
な
る
旭
川
、
釧
路
、
登

別
、
札
幌
の
４
都
市
で
の
分
散
開
催
に
挑
戦
し
、
そ
の
魅

力
を
広
く
情
報
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。 

 

３
「
商
工
会
議
所
の
連
携
推
進
と 

経
営
支
援
体
制
の
強
化
」 

42
商
工
会
議
所
と
共
に
「
政
策
提
言
」
や
「
広
域

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
」
を
一
層
強
化
し
、
行
政
や
関 

係
機
関
と
も
連
携
を
深
め
て
参
り
ま
す
。 

併
せ
て
、
物
価
高
騰
対
策
、
人
材
育
成
、
事
業
承 

継
、
デ
ジ
タ
ル
化
支
援
、
資
金
相
談
、
補
助
金
活
用

な
ど
、
商
工
会
議
所
が
提
供
す
る
支
援
は
多
岐
に

わ
た
り
高
度
化
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
質
を
高
め
、
中
小
企
業
の
伴
走
支
援
を

よ
り
強
固
な
も
の
と
す
べ
く
、
経
営
指
導
員
を
は
じ

め
と
し
た
商
工
会
議
所
職
員
の
確
保
、
経
営
支
援

体
制
の
維
持
・
拡
充
を
図
り
、
「
商
工
会
議
所
の
プ
レ

ゼ
ン
ス
向
上
」
も
図
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。 以

上
、
新
年
に
あ
た
り
所
感
の
一
端
を
申
し
述
べ
ま

し
た
。 

地
域
総
合
経
済
団
体
で
あ
る
商
工
会
議
所
は
、
地
域

を
守
り
、
企
業
を
育
て
、
雇
用
を
支
え
な
が
ら
、
北
海

道
創
生
に
着
実
に
歩
み
を
進
め
て
参
り
ま
す
。 

皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
実
り
多
い
素
晴
ら
し

い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

以
上 

会費納入のお願い 
令和７年度 第４期分 

１月は、当商工会議所の会費納入月となっております。会費の納入はお手数ですが、お

振込または事務所までご持参下さいますようお願い申し上げます。 

なお、会費の納入は自動口座引き落としが便利ですので、是非ご利用ください。自動口

座引き落としのお手続きは、会議所総務課までご連絡ください。（TEL 2-2432） 

 

 

 
納入期限 ２月１３日(金) 
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本
年
も
何
卒
よ
ろ
し
く 

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す 

議

員 

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃  

林

伸 

渡

辺

英

明 

種

田

眞

也 

武

蔵

和

正 

水

野

 

建 

阿

部

剛

士 

伊

藤

正

広 

岩
井 

英
里
香 

小

川

晃

史 

角

田

博

光 

金

曽

敬

介 

木

村

俊

一 

木

村

俊

広 

黒

滝

和

男 
小

池

剛

司 
佐
々
木 

 
 

修 

鹿

原

悠

平 

田

村

 

栄 

長

岡

 
仁 

中

澤

克

宣 

野

田

研

介 

花

田

 

優 

松

山

髙

治 

皆

口

玲

二 

宮

下

範

子 

村

上

正

人 

森

永

剛

史 

吉

田

信

一 

 

 

副

会

頭 

〃 〃 

常

議

員 

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 

監

事 

〃 〃 

佐

藤

善

高 

明

井

清

治 

伊

藤

圭

祐 

伊

藤

 

昇 

岩

田

 

篤 

大

塚

昌

彦 

河

野

昭

次 

河

野

光

春 

澤

田

 

光 

谷

内

尚

明 

橋

本

治

仁 

平

井

克

宏 

平

山

 

満 

堀

川

 

保 

本

間

信

孝 

松

田

豊

宏 

栁

田

将

栄 

柳

谷

豊

幸 

東

谷

秀

幸 

小
長
井 

 

朗 

吉

田

 

好 
 

 

森
商
工
会
議
所
議
員
会 

 

会 
 

長 

大 

塚 

昌 

彦 

副 

会 

長 

伊 

藤 
 

 

昇 

〃 
 

 

本 

間 

信 

孝 

 

森
商
工
会
議
所
女
性
会 

 

会 
 

長 

久 

保 

友 

子 

副 

会 

長 

岩

井

英

里

香 

 

森
商
工
会
議
所
青
年
部 

 

会 
 

長 

金 

曽 

敬 

介 

副 

会 

長 

倉 

地 

香 

織 

〃 
 

 

岩 

本 
 

 

駿 

専
務
理
事 

小
長
井 

 
 

朗 

 

喪
中
に
つ
き 

年
賀
の
ご
あ
い
さ
つ
は 

失
礼
申
し
あ
げ
ま
す 

森
商
工
会
議
所 

会 
 

頭 

佐
藤 

重
人 

専
務
理
事 

川
村 

昌
代 

 

◆
新
三
役
就
任 

 

去
る
10
月
31
日
開
催
の
「令
和

７
年
度
第
１
回
臨
時
議
員
総
会
」に

お
い
て
、
役
員
選
任
が
行
わ
れ
、
満

場
一
致
で
承
認
可
決
し
ま
し
た
。 

【会

頭
】 

工
藤
建
設
㈱ 

代
表
取
締
役 

 

佐 

藤 

重 

人 

 

【副

会

頭
】 

㈱
渡
島
冷
蔵 

代
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◆森商工会議所・中小企業相談所では確定申告期間中、税務相談をお受け致します。 

 決算や申告に関することについて、お気軽にご相談下さい。申告期間中は、大変 

混み合いますので、お電話等で事前に日時のご予約 をお願い致します。 

令和７年分の税務相談は 

◎令和７年分の帳簿、領収書等 ◎生命保険料、地震保険料の控除証明書 

◎国民健康保険料の支払額がわかるものと国民年金の証明書 

◎医療費等控除を受けたいものの書類  

◎営業のほか、年金、給与、不動産等の収入のある方は、その源泉徴収票、支払明細書等  

◎申告書提出時にはマイナンバーカード又は通知カード・本人確認書類の写しが必要。 

  ※労働者を一人でも雇用していれば労働保険に加入する必要があります※ 
                                （農林水産の一部の事業を除く） 

   労働保険は「労災保険」と「雇用保険」の総称で、働く人が労働災害（業務・通勤）や失業等の 

不測の事故に遭われたとき、必要な保険給付が受けられる労働福祉制度です。 

●委託できる事務の範囲 

 労働保険事務組合が処理できる労働保険事務の範囲は、おおむね 

次のとおりです。 

①概算保険料、確定保険料などの申告および納付に関する事務 

②保険関係成立届、雇用保険の事業所設置届の提出等に関する事務 

③労災保険の特別加入の申請等に関する事務 

④雇用保険の被保険者に関する届出等の事務 

⑤その他労働保険についての申請、届出、報告に関する事務 

※当会議所の会員事業所

が対象です。 

詳しくは、相談課まで

ご連絡下さい。 

 

ＴＥＬ：２－２４３２ 


